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成酵素(CS)活性を誤~Jさした.ヤ N憾の混115.主 tì. ヰI強度
制od間総)迷遺書，議労観音撃をもたらす設大(Exl制 sting)運
動中および部夜中に行い，その結果からんを算出した.








雲寺のPCrレペ)v(r=.().74，p<0.05). pH(y:.{J.91. p'くな01)， 








うな縦鍛選数哉の t~ は，繍終了時のめレベルや p践
によって大きく影響される.しかしながら，本統究で認め
られた取h蹴往瑠運動後のんと CS活性とのi喝の制認は，
この Lが酸化的能力を念く反映しないものではないとい
うことを表すものである.また， H~のウオッシュアウト能
力との関係を締くる;意味で毛縮政狩密度と teの鵠係をみ
た治え雨者の関には腐らかな関係がみられず，この点にj裂
しではさらなる機怜泌告さになると考えられる.さらに本
側 Eでは.機運動において，筋線毒機E完治宝t，と!諮係のある
こと埠派され，代縦精鋭1と筋線量縦断也、ずしも士事i鴻
係治官あるとはいえないが，非常Lご興味深い絡呆である.
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